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研究分野：身体運動科学、環境生理学 

 

キーワード：冷え症、運動処方、温熱性快適感 

 

研究トピックス： 

冷え症の生理学的機序の解明と緩和策の検討 

研究の要旨：  

多くの人が温熱的に苦痛を感じない室温条件下でも身体の末梢部に強い冷感を自覚する症

状は冷え症と呼ばれ、男性よりも女性に多くみられます。冷え症は、四肢末梢部の強い冷感か

ら生じる苦痛だけでなく、不眠、肩こり、便

秘などを伴います。さらに、冷え症の若年女

性は月経異常の傾向が高いことや、冷え症

の妊婦では微弱陣痛、遷延分娩などの異常

分娩を生じやすく、この症状は生命と生活

の質を低下させるものであるといえます。 

図には、私たちがこれまでに明らかにし

た冷え症の生理学的特徴を皮膚冷却刺激の

情報伝達経路とともに示しています。 

 現在、私たちは冷え症を緩和する方法と

して身体運動に注目し、その効果と作用機

序について研究を進めています。 
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